
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「芝
しば

桜
ざくら

のパッチワーク・ベルト」の整備 

 
 
 

校長 寒河江 正人 

樹々の紅葉とともに、秋の深まりを感じます。 

 

このたび「大富地区総合文化祭」に、本校生徒も参加する機会を与えていただきました。 

教科の授業で制作した作品を出品したり、有志合唱団「VOM（ボイス・オブ・ザ・マインド）」 

として歌声を披露したり、当日の「お楽しみコーナー」の運営ボランティアの一員として、 

「主体的に地域に貢献する喜び」を体験させていただいたことに心より感謝申し上げます。 

 

さて、本校「地域貢献のシンボル」である「１００ｍ花壇」は、今シーズンの後片づけと

来春に向けての準備の時期を迎えました。 

今年はベコニア、サルビア、マリーゴールドに加え、キバナコスモスも楽しんでいただき、

地域の皆様や道行く方々から、「きれいだね」とお褒めの言葉を頂戴し、光栄であります。 

 

また、本校中庭の池には、尾花沢市の篤志家より「ハス」を頂戴し、移植いたしました。 

今は、シーズンを終え、静かに静かに眠りについております。 

来年の夏には、皆様に美しい大輪の花をご披露できるよう整備・準備を進めてまいります。 

 

いつの世も、花は、人の心を和ませ、癒してくれます。 

皆様もご承知のとおり、本校の春は、「桜並木の景色」が実に見事です。 

 

そこで、皆様に「一つのお願い」がございます。 

本校の春に、「芝桜（しばざくら）」が美しく咲く景色を加えたいのであります。 

「芝桜」の花言葉は、「希望・温和・協調」。本校の未来には、欠かせないものです。 

「１００ｍ花壇」沿いに、「芝桜のパッチワーク・ベルト」を整備したいと考えました。 

皆様のご自宅に「芝桜」がございましたら、たとえ「手のひら一つ分」でも構いません。 

色や種類等は、一切問いません。ほんの少しだけ、分けていただけませんでしょうか。 

 

園芸業者から購入して整備することは、至ってたやすいことなのでしょう。 

そこをあえて、皆様のご理解とご支援によって、寄せられる「芝桜に込められた思い」と

して、「思いのパッチワーク」を「１００ｍのベルト」にしたいと考えたところであります。 

裏面に、お願いの記事を掲載させていただきましたので、ご覧いただき、可能な範囲にて、

ご賛同とご助力をいただければ、幸甚に存じます。何卒よろしくお願いいたします。 

 

  

東根市立大富中学校だより 

   第 ５ 号 
令和元年１１月８日 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

団体優勝（県北） 
個人 1 位 阿部 和心（県北） 2 位 高松 奈那（県北） 3 位 大沼 未來（県北） 

   5 位 高槻 妃奈（県北） 後藤 はな（県北） 

 

２位（県北） 

２位 ３位 

団体３位 
個人 9 位 後藤 悠河（県北） ３位決定戦 惜敗 

２年女子 1００ｍ 1 位 竹田 彩花（県） 3 位 志藤 みさき（県） 

女子 200ｍ 1 位 竹田 彩花（県） 

女子 1００ｍハードル 2 位 志藤 みさき（県） 
個人総合 1 位 星川 華乃 【跳馬・ゆか 1 位、段違い平行棒・平均台 2 位】（県） 

9 月 21 日(土）、9 月 22 日(日) 
 

 

個人総合 5 位 星川 華乃 

２年女子１００ｍ 1 位 竹田 彩花 女子２００ｍ 1 位 竹田 彩花 

女子 1００ｍハードル 7 位 志藤 みさき 
【県選手権大会】 

地域の皆様へのお願い 

１． ご支援いただきたいもの 

「芝桜（しばざくら）の苗」 

※色や種類は、一切問いません。ご自宅にあるもので、たとえ、「手のひら一つ分」でも結構です。 
 

２． お知らせいただく窓口 

東根市立大富中学校 職員室 ℡：0237—47—0409 fax：〃 47—2796 
 

３． 期間 

本日より、11月末日まで ※頂戴しましたら、順次、移植させていただきます。 
 

４． 受付方法 

      （１）お電話いただければ、当方でいただきに上がります。 

（２）ご持参いただける場合には、職員玄関に受付コーナーを準備いたします。 

袋や箱に入れるなど、どんな搬入方法でも結構です。 

（福原中・玉野中と合同） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◇ 今後のおもな予定 ◇  
１１月           
１２日（火）校内授業研究会  

１３日（水）3年生実力テスト 

１４日（木）生徒会２次選挙 

１５日（金）地区中文連文化祭：村山市民会館 

       文化部・3年生参加 

１８日（月）職員会議 

１９日（火）職員研修会 家庭学習～16:00 

２０日（水）情報モラル講習会（2～4校時） 

２１日（木）さくらんぼ環境ＩＳＯ実践交流会 

２６日（火）東京パラリンピック講演会 

：2年生参加（タントクル） 

 ２７日（水）2学期期末テスト 

 ２９日（金）専門委員会 

１２月 

２日（月）あんしんの日 集会 

４日（水）体育講演会 

５日（木）スクールコンサート 

６日（金）大富中説明会（小 6保護者対象） 

１１日（水）3年生：生き方教室 

１６日（月）～２０日（金）・２３日（月） 

教育相談（通知票配付） 

２４日（火）2学期終業式 

２５日（水）年末年始休業 

１月 

７日（火）３学期始業式 

資源回収 

 

10 月５日（土）資源回収を行いました。当日は、早朝からＰＴＡの皆様にご協力をいただき、地域の皆様から

紙類、ビン類、アルミ缶等をたくさん提供していただきました。大変ありがとうございました。今回からビン類は

学校に一括回収になったこともあり、トラックを提供いただいた方には、ご苦労をおかけしました。たくさんの

保護者の方の声掛けにより、子どもたちもしっかり活動できました。 

収益金は、生徒会活動や図書購入、学校環境整備等の費用として、 

有効に活用させていただきます。 

 

 

 

大富中恒例の芋煮会が、学年ごとに行われま

した。学年が上がるほど、あいにくの雨や風の強

い日になった学年もありましたが、班ごと役割

を分担、協力しておいしい芋煮が出来上がりま

した。野外で調理するという経験は少なくなっ

ていますが、何事も体験することが大事です。薪

の燃やし方など、生活の知恵も学べたと思いま

す。山形の秋の風物詩「芋煮会」、郷土の食文化、

大切にしていきたいものです。 

 

 

 

京劇鑑賞 
本物の文化に触れることができる文化庁の芸術鑑賞教室

が開催されました。今年は「京劇」（中国の古典劇）を鑑賞

しました。生徒の中から十数名が役者として出演しました。

9月 11日にワークショップ（事前学習）、27日に本公演が

行われ、「孫悟空 天界で大暴れ」という演目での劇でした

が、迫力のある演技に引き込まれました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～文化祭を終えて～ 

 今年の文化祭は、昨年と大きく内容が変わりました。正直、今年の内容を聞いたときは戸惑いや 

不安がありました。しかし、常任委員をはじめとして展示や全校制作の準備、各学年の発表の準備を 

文化祭準備の時間や放課後に積極的に行っている姿を見て不安がなくなりました。本番は一人 

一人がいきいきと発表していて、スローガンである「飛躍」に沿った大富中生の姿を、保護者や地域 

の方々に見せることができたと思います。 

文化祭実行委員長 ３年 高橋未夢 

 

質の高い文化を目指して、新たな「文化祭」

が開催されました。総合的な学習の時間「響」

「道」・合唱・展示・全校制作、授業の中での

取り組みをしっかり発表できました。 

一つ一つの発表の中に、この人は 

こんなことを学んだのか！ 

こんなのいいものを作れるのか！ 

という新しい発見の連続に感動 

しました。 

飛躍  

未来へつなぐ大富中生のバトン 

文化祭テーマ 

合唱は、発表会という形になりました

が、各学年とも、練習に真剣に取り組む姿

が印象的でした。当日は練習の成果を発揮

して、素敵なハーモニーを響かせることが

できました。 

「可能性は無限」生徒一人ひとりが

書いたメッセージをつなぎ合わせ

ました。そのメッセージには、友達

の良いところがたくさん・・・ 

 

 

 

全校制作 

全校合唱 

 

総合響発表 

 

 


